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歴史サークル６月例会を開催
６月１９日（金） ３０期生担当 １６名が参加

「豊浦休憩所」をス
タ ー ト し 、 30 期 清

豊水さんの案内で、
に浦宮跡・豊浦寺跡

向かいました。
豊浦寺の塔心礎が

あった「推古天皇豊
浦宮」の石碑をまず
見 学 し ま し た 。
「 1957 年 か ら 数 度
にわたって発掘調査が行われ、塔と金堂、講堂が南東から
北西に配置された伽藍となっています。推古天皇の豊浦宮
の遺構は集落の地下に埋もれていますので、これからの調
査 が 待 た れ ま す 」
と の 報 告 が あ り ま
した。

「難波の次いで、
を た ず ね ま し池 」

た 。 仏 教 導 入 の 是
非 を め ぐ って 蘇 我

氏 （ 崇 仏 派 ） と 物 部 ・ 中 臣 氏
（ 廃 仏 派 ） が 鋭 く 対 立 。 蘇 我
氏 が 建 立 し た 仏 殿 が 焼 か れ 、
祀 ら れて い た 仏 像 が 投 げ 捨 て
られた「難波の池」の事件や、
「阿弥陀が光を放って善光の背
中 に 飛 びつ い た （ 縁 起 か ら ）」
という信濃・善光寺の仏像のエ

ピ ソ ー ド
が 紹 介 さ

。れました
な お 、

、この地は
にもなっており、傍らに建立「伎楽伝来の地」

されている日韓俳優による交流の記念碑を見学
しました。

「向原このあと、豊浦寺の後身と伝えられる
に入山しました。蘇我原敬浄住職から 「寺寺」 、

のある豊浦集落は、推古天皇の豊浦宮・豊浦寺

【史跡ガイドと説明】
豊浦多目的ルーム

↓

①豊浦宮・豊浦寺跡

（向原寺）

＜清水 30 期＞

↓

豊浦多目的ルームで
スライドによる解説

②大官大寺跡

＜上田 30 期＞

③飛鳥寺跡

＜川上 28 期＞

④石神遺跡

＜北 20 期＞

⑤飛鳥水落遺跡

＜佐藤 27 期＞

豊浦寺の塔心礎跡に建立された石碑。

「推古天皇豊浦宮」と刻まれている。

「難波の堀江」の故地

向原寺の境内

蘇我原住職の講話を拝聴

「伎楽伝来の地」記念碑
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があったエリアであることが発掘調査で明らかになり
ました」との説明がありました。そのうえで 「史料、
的には日本最古の由緒をもつ寺です。この地が飛鳥時
代の始まりです」と、豊浦寺と宮の変遷についてお話
を頂きました。このあと、蘇我原住職の案内で、境内
に保存・公開されている豊浦宮の遺構も見学しまし
た。

この日は高温多湿な気候を考慮して、史跡をめぐる
活動は取りやめ、豊浦多目的ルームに移動して学習を
進めました。大官大寺跡（説明ガイド： 30 期上田）
▽飛鳥寺跡（同：28 期川上）▽石神遺跡（同：２０期北）▽飛鳥水落遺跡（同： 27 期佐
藤）の順で、制作したスライドで担当者が説明しました。

は、聖徳太子が平群郡に建立した「熊凝大官大寺
精舎（くまごりしょうじゃ 」をルーツに、舒明天皇）
が百済川（桜井市の寺川と推定）の畔（ほとり）に

「 （ ）」伽藍を建てて名称を 百済大寺 くだらのおおでら
と改称。現在の吉備池廃寺跡（桜井市吉備）に伽藍
や塔跡などが発掘調査で確認されています。時代が
下って、天武天皇が飛鳥に移し 「高市大寺（たけち、
のおおでら （所在地には諸説あり）として再建。）」
文武期に現在地に「大官大寺」と発展してきたとの
説明がありました。1973 年からの発掘調査によって、

、 、伽藍は中門・金堂・講堂が南から一直線状に並び 金堂の南東に塔を配置する特徴があり
藤原京の条坊に合致しています。金堂の基壇は一辺約 30 ｍもあり、藤原宮大極殿にも匹
敵します。塔は朝鮮半島・新羅など類例のある九重で高さは約 80 ｍにもなります。

上田さん（ 30 期）は「大官大寺は様々な変遷を経て発展しました。当時、最大規模の
寺院で、天武朝、持統朝まで４大寺の筆頭として位置づけられていました。国家が造営し
た巨大な官営寺院として偉容を誇っていました」と報告しました。大官大寺は、 711 年に
焼失しましたが、再建されず、平城京遷都ともに大安寺に法灯が引き継がれました。

このあと、川上さん（ 28 期）が、 について発掘調査で発見された新し飛鳥寺西方遺跡
い成果を発表。遺跡にあったとされる「槻の木広場」は、乙巳の変（いっしのへん 645
年）や壬申の乱（672 年）など歴史的な出来事の舞台になったことなどを報告しました。

北さん（ 20 期）は、 の発掘調査の範囲が近年広がり、様々な時代の建物跡が石神遺跡
みつかっているとのこと、推古天皇の「小墾宮（おはりだのみや 」との関連性がみえて）
きたことなどを報告。佐藤（ 27 期）は、斉明天皇・中大兄皇子時代に漏刻（水時計）施

設が造られた遺構である について説飛鳥水落遺跡
明。漏刻台として造られた楼閣状建物の安定性を高
めるために採用された「地中梁工法」についてふ
れ 「礎石と礎石を結ぶように列石を配置する特殊、

、 、な工法で デリケートな水時計が地震等の揺れでも
誤差を生じないようにしたのではないか。当時最
新のテクノロジーだと思う」と解説しました。

文・写真：27 期佐藤 写真提供：16 期佐々木）（

蘇我原住職から境内に保存・公開されてい

る豊浦宮の遺構を案内して頂きました。

スライドで史跡の概要を説明


